
























































（Japan International Cooperation Agency：JICA）の
文書の検討を通して、それらへの答えを追求する



















第 2章では、上記 ① の問いに答え、開発援助
の理念としての「人間の安全保障」概念の系譜、そ
して日本での導入とその後の過程、を跡付ける。 
















































































































に対して Agent の立場にある。 
    




























































































































念の起源を、国連開発計画（ United Nations 
Development Programme：UNDP）の『人間開発報
告書（Human Development Report：HDR）』の 1993










が掲げられ、途上国 60 か国ほどで約 3500 万人が
国内外に避難していることが記されている（p.12）。 
















Human security can be said to have two main 
aspects. It means, first, safety from such chronic 
threats as hunger, disease and repression. And 
second, it means protection from sudden and 































































































































































た。1998 年 5 月、小渕外相 はシンガポール
で演説し、社会的弱者に対する思いやり、人
間中心の対応が重要であるとうったえた。総理
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Well-being、Human Freedom、の 3 つの要素からな
る。武見はさらに、このような考え方を深いレベル
で基礎付ける経済哲学として、アマルティア・セン
の Capability Approach にも言及する。 
このように、1998 年 5 月のこの講演では、武見
は、HDR1994年版その他に言及するにあたり原語
をそのまま用いており、「人間の安全保障」という言

































































































示す 17。これを踏まえ、2001 年 1 月に人間の安全
保障委員会の設置が発表され、同年6月に活動を








to protect the vital core of all human lives in 


















に、言及する次の 2 文がある （p.2、訳文併記）。 
 
Human security … enhances human rights and 
strengthens human development. It seeks to 
protect people against a broad range of threats 
to individuals and communities and, further, to 





















Achieving human security includes not just 
protecting people but also empowering people 
















It means creating political, social, 
environmental, economic, military and cultural 
systems that together give people the building 

















































ッセージは、HDR1994 にも 1998 年の小渕演説に
も含まれており、本報告書に独自なものではない。



























の１人であり、2003 年 10 月から 8 年半にわたり
JICA の理事長を務めた、緒方貞子の「人間の安
全保障」についての関心と見解を見ておこう（野
林・納家 2015） 。 






































































































































































































上記の第 2 期に含まれる 1970 年代末から、基




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































 JICA 研究所 
ている。アフリカ については、第 4 回アフリカ開発
会議（Tokyo International Conference on African 
Development：TICAD Ⅳ）に向けて掲げられてい
る 3 項目の 1 つとして、「「人間の安全保障」の確
立」が挙げられ、その中の小項目として、「MDGs
達成支援」と「平和の定着、民主化支援強化等」の























































































-   脅威に晒された人間一人ひとりに着目し、
保護と能力強化をもって、それぞれの持つ豊
かな可能性実現に尽力 
-   保健、水、教育、ジェンダーといった開発
の各分野同士の相乗効果への着目 






































































































































































































































































































































































































































年を踏襲する TICAD V フォローアップに加えて、






















































































































3.2 国際協力機構 （JICA）  





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































第 4 章 結論（要約と考察） 




























































































































































































































































































































































































































































いる。」 （『第 4 回外務省独立行政法人評価委員会
[040419] 議 事 概 要 』 
https://www.mofa.go.jp/mofaj/annai/shocho/dgh/4g_gaiy





委 員 会  [030901] 議 事 概 要 』 
https://www.mofa.go.jp/mofaj/annai/shocho/dgh/1g_gaiy


























評 価 委 員 会 [030901] 議 事 概 要 』  
https://www.mofa.go.jp/mofaj/annai/shocho/dgh/1g_gaiy
o.html （2018 年 8 月 6 日） ） また、JICA の総務部
長という要職は外務省職員である出向者により占められ
てきた。 
8 ただし、注 3, 7 におけるように、関連文書を情報源と
して用いることがある。 
9 これらの 2 つの用法に加えて、“security”という語はそ
の起源のラテン語での原義である「安心」を指すこともあ
りうる。ただし、HDR1994 年版では、「不安」という心理













ウ ェ ブ サ イ ト https://www.jica.go.jp/j ica-
ri/IFIC_and_JBICI-Studies/jica-
ri/publication/archives/jica/kenkyu/98_28/28_10.pdf 
（2016 年 5 月 20 日）） 
11 外務省ウェブサイト 
https://www.mofa.go.jp/mofaj/press/enzetsu/10/eos_120
2.html （2016 年 5 月 20 日）  
12 外務省ウェブサイト 
https://www.mofa.go.jp/mofaj/press/enzetsu/10/eos_121
6.html （2016 年 5 月 20 日）  
13 続く引用文で「小淵」となっている箇所は原文での表
記のままである。 
















 JICA 研究所 




































ndex.html （2018 年 7 月 20 日）  
19 
https://www.jica.go.jp/about/vision/security/summary01.

















22 ただし、小渕演説のテキストの英語訳では、” human 
survival, life and dignity”という表現が用いられている 
（ https://www.mofa.go.jp/region/asia-
paci/asean/pmv9812/policyspeech.html （2018 年 8 月 4
日） ）。この 3 点セットの元々は、先に武見敬三の見解
の中で言及されていた、（後に人間の安全保障委員会
委員にも任命された）リンカーン・チェンによる Human 
Security 概念の定式化である Human Survival, Human 

















nitiative.html （updated 2018 年 5 月 28 日、accessed  
2018 年 8 月 26 日） 
25 外務省（2004）第 2 章「日本の ODA50 年の成果と歩
み」  
26 外務省（2014）第 I 部「ODA60 周年-日本の協力の
成果とこれからの方向性」 
27 外務省（2004）第 2 章「日本の ODA50 年の成果と歩
み」 























                                                                              
告書では、“It [Human security] means creating political, 
social, environmental, economic, military and cultural 
systems that together give people the building blocks of 

































































41 前 2013 年度には「推進」ではなく「促進」という語が
用いられていた。2013 年度の文書での「推進」と「促進」
の相違についての検討を参照されたい。 




















「七つの視点」の第 1 項として受け継がれ、2009 年度に
は「基本方針」として掲げられる。（後述） 







して、重要である。同じ 2004 年 1 月には、同所で、平時
の「人間の安全保障」を対象とする「貧困削減と人間の
安全保障」研究会が開始されている。その報告書は、
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46 このことについては、Kurusu（2016）  によっても、“a 
distinctive interpretation of ‘protection’ [that] fits customs 







48 詳細については、戸田（2009） pp.121-123 を参照。
そこでは、この過程についての中央統括部局担当者の
立場からの評価も示されている。 
49 詳細については、戸田 （2009） 第五章を参照。そこ
では、「大掛かりな作業としては、2007 年においてとりあ
えず収束している」と述べられている（p.137）。 
50 JICA 関係者からのご教示 （2018 年 10 月 2 日） に
よる。 





らのご教示 （2018 年 10 月 2 日） による。） 


































002cucek-att/guideline_gender.pdf （2019 年 8 月 19 日）  
56  
https://www.jica.go.jp/activities/issues/special_edition/se








57 2009 年 11 月に発表された JICA の２つの文書がそ
の内容に言及している。その 1 つである注 55 の文書で
は、当時の web site を示している。 
58 ビジョンは「信頼で世界をつなぐ」、アクションは、1. 
使命感、2. 現場、3. 大局観、4. 共創、5. 革新、とされ
ている。詳細については、次のサイトを参照。 
https://www.jica.go.jp/about/vision/index.html （2018 年









































（上田 2010、p.7） との見解も、この文脈に関連付けうる。  









nitiative.html （updated 2018 年 5 月 28 日、accessed  
2018 年 8 月 26 日） 







64 Kurusu（2016）は、インタヴュー対象者 10 名中、外務
省職員 1 名と JICA 職員 3 名を含む 9 名につき、Hu man 
Development と Human Security の概念上の区別が認識




Kurusu（2016）によっても “a distinctive interpretation of 
‘protection’ [that] fits customs or norms of 
implementation organization”との判断が下されている 
（pp.34-35） 






















1984 年から独立行政法人化する 2003 年まで用いられ
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74 組織としての JICA が平和構築に取り組む上では、緒
方がその必要を強く意識していた、人道援助と開発援
助を結ぶ「タテ串」としての「人間の安全保障」概念、は
















































77 （人口に膾炙している）「誰もとり残されない （No one 
will be left behind）」という 2030 宣言で打ち出された  
SDGs のビジョン、そしてこの一文と同じ 第 4 項にある
「我々は最も恵まれない人々に最初に手を差し伸べるよ
う努力する（ we will endeavour to reach the furthest 
behind first ） 」 という（全く無視されて いる） mission  
statement は、ここで述べた「人間の安全保障」の「目的」
と「視点」に強く親和する。ここで 「我々（we）」とは、「国
家元首、政府の長その他の代表（the Heads of State and 








































(第 2 期: 2007.04.01-2012.03.31) 
『独立行政法人国際協力機構中期目標』 
(第 3 期: 2012.04.01-2017.03.31) 
『独立行政法人国際協力機構中期目標』 






(第 2 期: 2007.04.01-2012.03.31) 
『独立行政法人国際協力機構中期計画』 
(第 3 期: 2012.04.01-2017.03.31) 
『独立行政法人国際協力機構中期計画』 
(第 4 期: 2017.04.01-2022.03.31) 
『第 1 期中期目標期間 事業報告書』 
『第 2 期中期目標期間 事業報告書』 
『第 3 期中期目標期間 業務実績等報告書』 
『第 1 期中期目標期間 事業報告書』 
『第 2 期中期目標期間 事業報告書』 
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